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《
大
髙
議
員
》

①
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
の
町
・
県
の
経
過
と

現
状
に
つ
い
て

《
町
長
》

　

不
妊
治
療
に
は
、
排
卵

誘
発
剤
の
薬
物
療
法
な
ど
の

保
険
適
用
の
「
一
般
不
妊
治

療
」
と
体
外
受
精
又
は
顕
微

鏡
受
精
の
保
険
が
適
用
さ
れ

な
い
「
特
定
不
妊
治
療
」
が

あ
る
。

　
特
定
不
妊
治
療
に
対
し
て

は
、
治
療
費
が
高
額
と
な
る

た
め
、
国
と
県
が
経
済
的
負

担
の
軽
減
の
た
め
治
療
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
る
。
平

成
17
年
度
か
ら
県
で
実
施
し

て
い
る
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
で
は
、
１
回
の
治
療

費
が
45
万
円
か
ら
50
万
円
掛

か
る
費
用
を
、
治
療
内
容
等

に
応
じ
て
、
15
万
円
又
７
万

５
千
円
ま
で
を
上
限
と
し
て

助
成
し
て
い
る
。

　
当
町
で
も
特
定
不
妊
治
療

制
度
の
必
要
性
に
鑑か

ん
が
み
、
平

成
28
年
度
か
ら
助
成
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
助
成
額
に

つ
い
て
は
、
県
の
要
綱
に
基

づ
き
１
回
当
た
り
の
助
成
額

を
控
除
し
た
額
に
つ
い
て
、

治
療
内
容
に
応
じ
て
、
１
回

当
り
15
万
又
は
７
万
５
千
円

を
上
限
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
平
成
28
年
度
の
実

績
は
な
い
が
、
平
成
29
年
度

は
２
組
の
夫
婦
が
合
わ
せ
て

７
回
助
成
制
度
を
利
用
し
て

い
る
。

《
大
髙
議
員
》

②
気
楽
に
相
談
で
き
る
環
境

づ
く
り
と
と
も
に
、
広
報
等

で
徹
底
周
知
に
努
め
よ
。 

《
町
長
》

　
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

問
題
と
捉
え
ら
れ
る
た
め
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
環
境
と

は
い
か
な
い
ま
で
も
、
指
定

医
療
機
関
や
不
妊
専
門
相
談

セ
ン
タ
ー
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
一
般
的
な
女
性
健
康

相
談
事
業
は
、
広
報
お
知
ら

せ
版
に
掲
載
し
て
お
り
、
町

の
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

《
大
髙
議
員
》

③
養
子
縁
組
の
制
度
の
変へ
ん
せ
ん遷

(

移
り
変
わ
り)

と
児
童
養
護

施
設
等
で
の
紹
介
例
は
。 

《
町
長
》

　
日
本
で
は
現
在
、
養
子
を

迎
え
る
側
と
養
子
と
な
る
側

の
契
約
で
成
立
す
る
養
子
縁

組
制
度
「
契
約
型
」
と
裁
判

所
等
の
公
的
機
関
が
親
子
関

係
の
成
立
を
宣
言
し
て
成
立

す
る
特
別
養
子
縁
組
制
度

「
決
定
型
」
の
２
タ
イ
プ
が

運
用
さ
れ
て
い
る
。

　
両
タ
イ
プ
に
は
「
養
子
に

な
る
側
」
と
「
養
子
を
迎
え

る
養
親
」
に
そ
れ
ぞ
れ
年
齢

的
な
制
限
や
制
約
は
あ
る
。

　
ま
た
、
契
約
型
の
養
子
縁

組
は
、
実
の
親
と
の
親
族
関

係
を
断
た
れ
る
こ
と
は
な
く
、

扶
養
義
務
や
相
続
権
は
存
続

す
る
の
に
対
し
、
決
定
型
の

特
別
養
子
縁
組
は
実
の
親
と

法
律
的
な
親
子
関
係
が
完
全

に
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
相
続
権
や
扶
養
義
務
も

完
全
に
消
滅
す
る
こ
と
に
な

る
。

　
児
童
養
護
施
設
等
の
紹
介

例
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

わ
る
こ
と
で
、
個
人
情
報
保

護
の
観
点
か
ら
一
般
的
に
開

示
さ
れ
て
い
な
い
。

人
口
減
少
社
会
に

突
入
し
た
小
中
高

の
対
応
に
つ
い
て

《
大
髙
議
員
》

　
今
後
、
人
口
減
少
社
会
に

突
入
し
て
子
供
の
数
が
極
減

す
る
と
思
わ
れ
る
。
各
自
治

体
も
対
策
に
懸
命
だ
と
思
う

が
。

①
町
の
人
口
推
測
と
そ
の
対

策
は
。

《
町
長
》

　
当
町
の
平
成
17
年
度
の
国

勢
調
査
で
の
人
口
は
、
１
万

９
１
０
人
で
、
10
年
後
の

平
成
27
年
度
の
調
査
で
は
、

22
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
８

４
２
９
人
で
あ
る
。
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

に
よ
る
と
、
12
年
後
の
２
０

３
０
年
は
５
８
４
７
人
、
22

年
後
の
２
０
４
０
年
は
４
３

４
９
人
ま
で
減
少
す
る
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。
人
口
減
少

対
策
は
、
深
浦
町
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
総
合
戦
略
に
掲
げ
た
定

住
対
策
と
密
接
な
関
連
が
あ

り
「
地
域
の
雇
用
維
持
と
創

出
」
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産

業
の
基
盤
整
備
や
高
付
加
価

値
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
「
誘
客

促
進
に
よ
る
観
光
振
興
」
に

今
後
も
取
り
組
み
、
交
流
人

大髙恒藏議員

特定不妊治療について
答弁：近年、不妊治療の技術も進歩しているが、養子縁組制度は、
　　　子宝にどうしても恵まれない夫婦の光明となり得る制度であ
　　　るので、正しい知識を持ち活用できればと考える。
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口
の
増
加
を
図
り
つ
つ
様
々

な
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た

い
考
え
で
あ
る
。

《
大
髙
議
員
》

②
保
育
園
や
小
中
学
校
の
あ

り
方
に
つ
い
て

《
町
長
》

　
町
内
の
保
育
園
は
、
全
て

民
間
の
事
業
者
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
行
政
が
積
極
的
に
介

入
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

小
規
模
校
の
場
合
、
多
様
な

考
え
方
や
意
見
を
出
し
合
い

互
い
に
学
び
あ
う
機
会
が
少

な
く
な
る
の
で
、
集
団
で
協

議
等
の
教
育
活
動
が
行
え
る

規
模
、
ク
ラ
ス
替
え
の
で
き

る
規
模
が
望
ま
し
い
。

　
学
校
経
営
及
び
運
営
の
面

で
は
、
小
規
模
校
は
、
教
職

員
同
士
の
多
様
な
議
論
が
で

き
に
く
く
な
る
た
め
、
情
報

交
換
や
実
践
交
流
及
び
安
全

管
理
や
学
校
運
営
上
の
問
題

発
生
時
に
お
け
る
支
援
対
策

等
か
ら
も
、
学
年
複
数
配
置

が
可
能
な
規
模
が
望
ま
し
い
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、

児
童
、
生
徒
数
が
減
少
傾
向

に
あ
る
当
町
で
は
、
学
校
統

合
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題

と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
行

政
と
し
て
前
向
き
に
検
討
す

べ
き
重
要
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

《
大
髙
議
員
》

③
木
造
高
等
学
校
深
浦
校
舎

の
存
続
の
必
要
性
に
つ
い
て

《
町
長
》

　
深
浦
校
舎
に
つ
い
て
は
、

募
集
停
止
等
を
行
っ
た
場

合
、
通
学
が
困
難
な
地
域
が

生
じ
る
こ
と
か
ら
、
「
地
域

校
」
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
県
立
高
等
学

校
教
育
改
革
推
進
計
画
に
は
、

「
２
年
間
継
続
し
て
、
募
集

人
員
に
対
し
、
入
学
者
が
２

分
の
１
未
満
と
な
っ
た
場
合
、

募
集
停
止
等
に
向
け
て
市
町

村
と
協
議
す
る
と
」
記
さ
れ

て
い
る
。
万
が
一
そ
の
よ
う

な
状
況
に
な
っ
た
場
合
で
も
、

学
校
関
係
者
等
の
意
見
を
聴

き
な
が
ら
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
て
存
続
を
強
く
訴
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

《
大
髙
議
員
》

④
独
身
者
を
結
婚
に
導
き
、

１
人
で
も
人
口
を
増
や
す
大

事
業
を
考
え
よ
。

《
町
長
》

　
少
子
化
等
に
よ
る
人
口
構

造
の
変
化
は
経
済
成
長
へ
の

深
刻
な
影
響
も
懸
念
さ
れ
る

社
会
問
題
で
あ
る
。
当
町
も

過
去
に
支
援
対
策
と
し
て
、

「
出
逢
い
・
め
ぐ
り
逢
い
支

援
事
業
」
を
展
開
し
て
若
者

交
流
イ
ベ
ン
ト
、
結
婚
推
進

委
員
に
よ
る
仲
介
奨
励
な
ど

の
取
組
を
行
っ
て
き
た
が
、

行
政
主
導
の
事
業
展
開
は
効

果
が
限
定
的
と
な
る
状
況
を

踏
ま
え
、
昨
年
３
月
に
民
間

が
実
施
す
る
結
婚
推
進
の
取

組
に
対
し
て
町
が
支
援
す
る

『
若
者
交
流
・
結
婚
推
進
事

業
補
助
金
』
を
創
設
し
た
。

結
果
、
昨
年
度
は
民
間
２
団

体
が
主
体
と
な
り
３
回
の
婚

活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、
今
年

度
も
１
団
体
が
６
月
２
日
に

開
催
し
て
お
り
、
そ
こ
で
の

出
逢
い
が
結
婚
、
定
住
に
繋

が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
本
事
業
を
進
め
な

が
ら
、
県
や
周
辺
自
治
体
、

関
係
機
関
と
連
携
・
協
力
し

て
広
域
的
な
取
組
を
推
進
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

《
大
髙
議
員
》

⑤
人
口
問
題
を
真
剣
に
考
え

る
機
関
を
作
る
考
え
は
。

《
町
長
》

　
国
に
お
い
て
は
、
少
子
高

齢
化
の
進
展
や
経
済
成
長
の

鈍
化
に
よ
る
人
口
問
題
と
社

会
保
障
の
相
互
関
係
な
ど
の

研
究
を
し
て
い
る
。

　
当
町
で
も
、
国
、
県
、
町

内
外
の
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
「
魅
力
の
あ
る

仕
事
づ
く
り
」、「
生
産
の
拡

大
」、「
所
得
向
上
」、「
雇
用

の
場
の
創
出
」
等
、
地
域
経

済
の
中
で
経
済
を
回
す
取
組

を
進
め
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
が
掛
か
る
よ
う
な
各
種
施

策
を
展
開
し
た
い
考
え
で
あ

る
。

 

プ
ロ
野
球
楽
天
対

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の

試
合
に
町
が
冠
協

賛
し
た
事
業
の
今

後
は

《
大
髙
議
員
》

①
「
深
浦
ナ
イ
タ
ー
」
だ
け

に
掛
か
っ
た
経
費
の
内
訳
は
。

《
町
長
》

　
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
や
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
ビ
ジ
ョ

ン
告
知
な
ど
楽
天
球
団
側
が

用
意
し
た
19
項
目
の
協
賛
プ

ロ
グ
ラ
ム
経
費
が
４
０
５
万

円
。
来
場
者
へ
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
や
記
念
品
制
作
、

振
舞
い
や
運
営
費
な
ど
を
含

め
て
、
総
額
５
５
０
万
円
で

あ
る
。
財
源
の
う
ち
、
「
青

森
県
未
来
を
変
え
る
元
気
支

援
事
業
費
補
助
金
」
を
活
用

し
た
の
で
、
町
の
持
ち
出
し

は
１
８
３
万
４
千
円
と
な
っ

た
。

《
大
髙
議
員
》

②
こ
の
事
業
の
宣
伝
効
果
を

ど
ん
な
方
法
で
調
査
す
る
の

か
。

《
町
長
》

　
宣
伝
効
果
の
把
握
に
つ
い

て
は
、
「
重
要
業
績
評
価
指

標
」
を
設
定
し
て
い
る
。

　
「
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
」
サ
イ

ト
に
お
け
る
今
年
度
４
月
か

ら
11
月
ま
で
の
町
内
の
宿
泊

人
泊
数
に
つ
い
て
、
前
年
同

時
期
と
比
較
し
て
、
15
パ
ー

セ
ン
ト
の
増
加
目
標
を
設
定

し
測
定
す
る
こ
と
で
、
本
事

業
の
効
果
を
測
り
な
が
ら
、

▲楽天ナイターで当町を宣伝

業
績
評
価
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。

《
大
髙
議
員
》

③
今
後
も
継
続
す
る
の
か
。

《
町
長
》

　
業
績
評
価
を
見
な
が
ら
判

断
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
が
、

想
像
以
上
の
露
出
度
の
高
さ
、

町
内
外
の
反
響
の
大
き
さ
な

ど
か
ら
、
一
過
性
で
終
わ
る

こ
と
な
く
、
継
続
す
る
こ
と

で
徹
底
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。

重
要
業
績
評
価
指
標

　
　
　
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
と
は

　
宿
泊
人
泊
数
の
目
標
達

成
度
合
い
を
計
る
た
め
、

宣
伝
を
実
施
す
る
今
年
度

の
時
期
と
前
年
度
同
時
期

を
「
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
」
サ

イ
ト
で
、
継
続
的
に
計
測
、

記
録
さ
れ
た
状
況
を
測
定

す
る
た
め
の
指
標

　

 

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
現
状
は

《
大
髙
議
員
》

　
過
疎
地
で
一
定
期
間
暮
ら

し
、
町
を
支
援
す
る
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
が
当
町
で

も
一
時
期
活
動
し
て
い
た
と

思
う
が
、
今
ま
で
の
経
過
と

今
後
、
受
け
入
れ
る
計
画
は

あ
る
の
か
。

▲場外でのＰＲ

《
町
長
》

  

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

都
市
部
な
ど
か
ら
地
方
に
移

住
し
て
、
地
域
活
性
化
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

方
に
最
大
３
年
間
補
助
す
る

と
い
っ
た
総
務
省
所
管
の
制

度
で
あ
る
。

　
当
町
で
も
、
地
域
６
次
産

業
化
の
一
端
と
な
る
「
新
規

作
物
の
導
入
」
や
「
地
元
農

水
産
物
の
加
工
品
開
発
」
の

取
組
の
実
働
作
業
の
担
い
手

と
し
て
、
平
成
23
年
度
に
１

人
、
平
成
24
年
度
に
２
人
の

隊
員
を
受
け
入
れ
た
が
、
い

ず
れ
も
定
住
す
る
こ
と
は
な

く
転
出
し
て
い
る
。

　
そ
の
経
験
か
ら
、
町
と
し

て
も
、
受
入
れ
に
当
た
っ
て

様
々
な
課
題
や
リ
ス
ク
を
認

識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
受

入
れ
を
し
て
い
な
い
が
、
地

域
お
こ
し
の
た
め
の
地
域
協

力
活
動
を
担
う
人
材
の
確
保

は
重
要
で
あ
り
制
度
の
活
用

は
有
効
な
手
段
の
１
つ
と
思

わ
れ
る
の
で
、
必
要
に
応
じ

て
活
用
検
討
し
た
い
考
え
で

あ
る
。

　

子
供
の
視
力
低
下

と
肥
満
児
の
現
状

と
対
策
を
示
せ

《
大
髙
議
員
》

①
視
力
低
下
に
つ
い
て
、
当

町
の
視
力
の
現
状
、
原
因
、

そ
の
具
体
的
な
対
策
は
。

《
町
長
》

　
当
町
の
子
ど
も
の
視
力
低

下
現
状
は
、
視
力
１
・
０
未

満
の
人
数
を
受
検
者
数
で
割

っ
て
算
出
し
た
数
値
は
、
小

学
校
47
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
、

中
学
校
51
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
、

高
校
は
61
・
４
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
小

学
校
に
お
い
て
は
、
全
国
・

県
平
均
よ
り
高
い
状
況
で
あ
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る
が
、
中
学
校
、
高
校
は
共

に
全
国
・
県
平
均
よ
り
低
い

数
値
と
な
っ
て
い
る
。

　
特
に
小
学
校
低
学
年
の
被

患
率
が
全
国
平
均
を
上
回
っ

て
い
る
原
因
と
し
て
、
幼
い

頃
か
ら
の
携
帯
ゲ
ー
ム
機
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
画

面
を
長
時
間
近
く
で
見
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
各
学
校
と
連
携
し
な

が
ら
、
児
童
、
生
徒
の
保
護

者
へ
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

※
子
供
の
視
力
平
均
（
別
表

１
の
と
お
り)

《
大
髙
議
員
》

②
当
町
の
小
中
学
校
の
肥
満

の
現
状
、
県
、
国
の
平
均
と

の
比
較
、
原
因
及
び
町
、
学

校
、
家
庭
で
の
対
策
は
。

《
町
長
》

　
一
般
住
民
の
肥
満
に
つ
い

て
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
格
指

数
）
の
所
見
率
は
国
・
県
の

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
も
の

の
、
各
種
生
活
習
慣
病
の
原

因
と
な
る
内
臓
脂
肪
症
候
群

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
）
の
出
現
率
は
国
・
県

を
下
回
っ
て
い
る
。

　
小
中
学
生
の
現
状
は
、
平

成
25
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で

に
男
女
共
に
学
齢
が
上
が
る

に
つ
れ
、
出
現
率
は
低
い
も

の
の
、
国
、
県
の
平
均
よ
り

高
い
状
況
で
あ
る
。

　
原
因
と
し
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
大
き
く
は
食
事
と

運
動
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
対
策
と
し
て
は
、
小
学

校
５
年
生
を
対
象
に
平
成
27

年
度
か
ら
「
小
学
生
生
活
習

慣
病
予
防
健
診
」
を
実
施
し

て
お
り
、
今
年
度
の
受
診
者

は
30
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
健
診
に
対
し
て
は
、
保
護

者
の
同
意
の
も
と
、
申
込
み

者
の
家
庭
に
対
し
て
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
、
児
童
は
血
液

検
査
を
行
い
、
結
果
に
つ
い

て
は
、
保
健
師
が
望
ま
し
い

生
活
習
慣
が
定
着
さ
れ
る
よ

う
児
童
、
家
庭
に
対
し
て
個

別
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
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長
寿
社
会
を

目
指
す
町
の
取
組

に
つ
い
て

《
大
髙
議
員
》

①
町
民
体
育
館
に
あ
る
健
康

づ
く
り
運
動
器
具
の
活
用
状

況
は
。

《
町
長
》

　
運
動
器
具
に
つ
い
て
は
、

経
年
老
朽
化
に
よ
り
既
に
処

分
し
て
い
る
の
で
活
用
状
況

は
な
い
。

　
平
成
29
年
度
の
軽
ス
ポ
ー

ツ
用
具
の
貸
出
状
況
は
、
町

内
会
・
自
治
体
に
４
件
、
小

学
校
に
１
件
、
深
浦
校
舎
に

１
件
と
な
っ
て
い
る
。

《
大
髙
議
員
》

②
が
ん
検
診
率
は
向
上
し
て

い
る
の
か
、
検
診
率
の
過
去

５
年
間
の
実
績
を
示
せ
。

《
町
長
》

検
診
率
は
、
平
成
26
年
度
に

検
診
無
料
化
を
再
開
し
た
こ

全国平均値

 小学校 32.5 44.2 47.2

 中学校 56.3 67.8 51.2

 高　校 62.3 69.0 61.4

県平均値 深浦町

（別表１）子供の視力平均（平成29年度） 　(単位パーセント)

と
で
回
復
し
た
が
、
そ
れ
以

降
は
横
ば
い
若
し
く
は
微
減

の
状
況
で
あ
る
。
平
成
25
年

度
か
ら
29
年
度
の
過
去
５
年

間
の
実
績
に
つ
い
て
は
、
別

表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

検診種目
 胃 が ん ４３．１ ５１．８ ５０．１ ４８．２ ４３．６
 大腸がん ５２．０ ６４．５ ６４．７ ６３．３ ６１．６
 肺 が ん ５２．２ ６３．５ ６２．９ ６２．７ ６０．０
 乳 が ん １７．４ １７．６ ２０．１ １５．３ １５．６
 子宮がん １３．４ １４．０ １５．３ １３．６ １２．６

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度
（別表２）検診率の過去５年間の実績（平成25年度から29年度まで） 　(単位パーセント)

《
大
髙
議
員
》

③
町
民
、
町
職
員
に
対
し
て

禁
煙
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

《
町
長
》

　
た
ば
こ
に
関
す
る
健
康
へ

の
影
響
は
、
吸
っ
て
い
る
人

（
能
動
喫
煙
）
、
他
人
の
た

ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
人

（
受
動
喫
煙
）
両
方
に
害
が

あ
る
。

　
町
で
は
、
『
健
康
の
ま
ち

づ
く
り
宣
言
』
で
「
た
ば
こ

を
吸
わ
な
い
。
吸
わ
せ
な

い
。
」
と
宣
言
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
の
健
康
づ
く
り

計
画
の
『
健
康
ふ
か
う
ら
21

第
２
次
計
画
』
に
お
い
て
昨

年
度
中
間
報
告
を
行
い
、
平

成
34
年
度
の
最
終
評
価
に
向

け
て
取
組
強
化
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
対
策
と
し

て
は
、
喫
煙
予
防
、
禁
煙
支

援
、
受
動
喫
煙
防
止
で
、
特

に
子
供
の
頃
か
ら
の
防
煙
教

育
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

学
校
と
連
携
し
て
喫
煙
予
防

教
室
を
継
続
的
に
実
施
し
て

い
る
。

　
町
職
員
に
対
し
て
は
、
敷

地
内
全
面
禁
煙
と
し
周
知
の

徹
底
を
図
っ
て
い
る
が
、
一

部
職
員
に
は
、
勤
務
時
間
中

に
職
場
を
離
れ
る
者
も
い
る
。

そ
の
行
為
は
職
務
専
念
業
務

に
反
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

厳
に
慎
む
よ
う
指
導
の
徹
底

を
図
っ
て
い
く
と
同
時
に
、

健
康
維
持
・
増
進
の
観
点
か

ら
、
喫
煙
が
及
ぼ
す
害
の
知

識
の
普
及
を
図
り
、
受
動
喫

煙
防
止
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。

《
大
髙
議
員
》

④
健
康
づ
く
り
や
、
長
寿
社

会
を
目
指
す
た
め
の
新
た
な

具
体
的
対
策
は
あ
る
の
か
。

《
町
長
》

　
平
成
25
年
「
早そ

う
せ
い世

の
減
少

を
め
ざ
す
」
こ
と
を
目
的
に

『
健
康
ふ
か
う
ら
21
・
食
育

推
進
第
２
次
計
画
』
を
策
定

し
た
。
こ
れ
も
34
年
度
の
最

終
評
価
に
向
け
て
計
画
の
見

直
し
を
行
っ
た
。
今
後
は
、

特
に
学
校
と
連
携
し
て
子
供

の
頃
か
ら
の
健
康
意
識
向
上
、

健
康
的
な
生
活
習
慣
の
大
切

さ
を
指
導
し
、
健
康
づ
く
り

等
の
教
室
を
継
続
す
る
こ
と

で
将
来
の
生
活
習
慣
病
の
予

防
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
ま
た
、
働
き
盛
り
の
死
亡

防
止
の
た
め
に
、
よ
り
多
く

の
方
が
検
診
を
受
診
し
、
要

精
検
の
場
合
は
早
期
精
密
検

査
を
受
診
が
重
要
で
あ
る
の

で
、
保
健
師
及
び
各
地
区
保

健
協
力
員
の
連
携
の
も
と
、

精
密
検
査
の
勧か

ん
し
ょ
う奨
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　


